
2今月の表紙 学び舎 ゆめの森
（大熊町）

認定こども園と義務教育学校、 預かり保育、学童保育が一体となった「学び舎 ゆめの森」。図書委員による
「おはなし会」を定期的に開催しています。園児たちは絵本の世界に引き込まれ、目を輝かせています。
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「地方創生」の推進

●結婚・子育て応援事業
（こども未来局）……【4.2億円】
結婚支援システム「はぴ福なび」の
マッチング機能向上や会員への相談
支援等を行うほか、企業・団体等と連
携し若手社員の交流の機会を拡充す
るなど、結婚支援をさらに強化します。

●ふくしまアート新発見事業
（文化スポーツ局）……【0.2億円】
大ゴッホ展に向けた機運
を醸成し、アートに触れ
る機会を創出することで、
ふくしまの新たな魅力を
発見し、心豊かな暮らし
を実現します。

●『感働！ふくしま』魅力ある職場づくり促進事業
（商工労働部）……【1.5億円】
魅力ある職場づくりに向け、セミナー
などにより企業の意識を高め、女性の
キャリアアップを支援するほか、働き
方改革等の取り組みに奨励金を支給
し、国認定の取得を支援します。

●人の魅力が人を呼び込む関係人口連鎖事業
（企画調整部）……【0.3億円】
福島との関係が薄い層を対象に、
地域キーパーソンと連携した
首都圏セミナーや体験ツアー
などを実施し、福島の魅力を
発信することで新たな関係人口
の創出・拡大を図ります。

●ふくしま学力向上総合支援事業
（教育庁）……【0.3億円】
学力調査などの結果を基に選定し
た学校を伴走支援するとともに、デ
ジタルドリルやICTの活用による
個別最適な学びを充実させるなど、
学力向上に向けた支援を講じます。

●カーボンニュートラル推進事業
（生活環境部）……【2.7億円】
カーボンニュートラルの実
現に向けて、学生と連携して
国内外へ情報発信を行うほ
か、県内企業の脱炭素化を支
援するなど、気候変動対策を
オール福島で推進します。

●女性活躍・働く世代の健康づくり推進事業
（保健福祉部）……【0.8億円】
各種セミナーを通じて女性のヘ
ルスリテラシー向上を図り、健
康づくりや働きやすい職場づく
りに取り組む事業所への奨励金
支給やメディアなどを通じた広
報を行います。

●観光関連団体連携推進事業
（観光交流局）……【6.8億円】
観光産業のさらなる観光振興
に向け、ふくしまデスティネー
ションキャンペーンをはじめ
とした官民一体となった取り
組みやプロモーション活動を
展開します。

❺輝く人づくり　126事業 164億円

❻豊かなまちづくり　63事業 614億円

❼しごとづくり　49事業 779億円

❽魅力発信・交流促進　33事業 43億円

1兆2，818億円
2,657億円

「ひと」「暮らし」「しごと」が調和しながら
シンカ(進化・深化・新化)する豊かな社会
を目指します！

やさしさ、すこやかさ、おいしさあふれる
ふくしまを共に創り、つなぐ

福島県総合計画の基本目標

福島県当初予算

うち復興・創生分



3
2025年
4月号

読者からの
お便り 見やすいし読みやすいです。特にカーボンニュートラルの未来の絵には考えさせられました。（60代 いわき市）

●地域復興実用化開発等促進事業
（商工労働部）…【46.8億円】
福島イノベーション・コースト
構想の重点分野で、地元企業など
による地域振興に資する実用化
開発を補助し、各種課題解決や事
業化に向けた支援を行います。

●避難地域への移住促進事業
（避難地域復興局）…【13.5億円】
避難地域12市町村への移住促
進のため、移住支援センターを
中心とした情報発信および体
験ツアーなどの開催に加え、移
住支援金の給付、移住者の定着
支援の取り組みを推進します。

●地域防災力強化支援事業
（危機管理部）……【0.2億円】
県民の防災意識（自助）の向上
を図るとともに、地域の防災活
動（共助）を活性化させ、大規模
災害への備えとして地域防災力
の強化を推進します。

●温暖化・担い手減少対応の農業研究強化事業
（農林水産部）……【0.6億円】
温暖化に伴う高温や異常気象の影
響による農作物の収量・品質低
下や、担い手不足に対応するため、
早急に安定生産技術の確立を図り
ます。

●双葉地域における中核的病院整備事業
（病院局）……【8.8億円】
双葉地域の医療提供体制の中
核を担う新たな病院を整備す
るため、施設の建築設計や大野
病院の解体工事などを実施し
ます。

●チャレンジふくしま世界への情報発信事業
（生活環境部）……【0.9億円】
海外での風評払拭・風化防止
のため、国内外の国際会議の
場や駐日外交団などへの情報
発信、在外県人会や在外公館
との連携を通じて、本県の復
興状況や魅力を発信します。

●鳥獣被害対策強化事業
（生活環境部）……【6.7億円】
野生動物による生活被害などの深
刻化を受け、地域の適正な対策を
支援し被害を減少させるとともに、
安心して暮らせる環境を守り、野
生動物との共生を図ります。

●福島イノベーション・コースト構想推進事業
（企画調整部）……【7.0億円】
福島イノベーション・コースト構
想推進機構や国・市町村・大学な
どと連携し、産業集積、人材育成、
交流人口の拡大など、構想の実現
に向けた取り組みを推進します。

❶避難地域等復興加速化　43事業 650億円

❷人・きずなづくり　41事業 97億円

❸安全・安心な暮らし　79事業 688億円

❹産業推進・なりわい再生　70事業 751億円

　令和７年度は、第２期復興・創生期間の最終年度であるとともに、新たな
「ふくしま創生総合戦略」の初年度となる重要な一年です。
　福島県が目指す将来の姿の実現に向け、特に重要な行政課題を８つの重点
プロジェクトとして推進していきます。

特 集 ふくしま復興・創生推進予算

「復興・再生」の加速

災害図上訓練の様子

アスパラガスの高畝栽培
（効率的に収穫できます）

楢葉町と東京大学が連携して
ミュージアムを整備（復興知事業）



知事メッセージ
─ Message ─

応募総数3,167点の中から選考！
新たな「福島県公式イメージポスター」が
完成しました！ 

キビタンの

　福島県では、平成29年度より、本県に対する理解促進と関心を高めていただく契機となるよう、福島県の
今と魅力を伝える「公式イメージポスター」を作成しています。
　令和７年１月30日（木）に、2024年度版の「来て。」「呑んで。」「味わって。」「住んで。」「ふくしま。」の５種類の
ポスターと、県内市町村と連携した市町村版「来て。」ポスターを３種類、合計８種類のポスターを発表しました。

検 索福島県　公式イメージポスター

ポスターには、フォトコンテストの受賞作品も使用しています。

企 画 名：「来て。」ポスターフォトコンテスト-2024-
募集期間：令和６年４月26日（金）～９月２日（月） 　応募総数：3,167点
審 査 員： ●箭内 道彦氏（福島県クリエイティブディレクター） ●国分 太一氏（株式会社 TOKIO副社長）
 ●小杉 幸一氏（福島県「ふくしまプライド。」「来て。」アートディレクター） ●石井 麻木氏（写真家）
 ●半沢 　健氏（フォトグラファー／ムービーカメラマン）　　　 　　　●福島県広報課長（「来て。」ポスター作成担当）
各　　賞： 

コンテストの詳細は、以下のとおりです。

本県を応援してくださる県内外の企業や商店、団体、自治体などに無償で提供いたします。
ぜひ、WEBサイトからお申し込みください。

たくさんのご応募ありがとうございました。
問県庁広報課　☎024（521）7124

●グランプリ（1点） 武石 和朗氏（新潟県）
●優秀賞（２点） 新妻 裕人氏（いわき市）
  奥地 太郎氏（富岡町）
●市町村賞（2点） 三 春 町 賞：鈴木 雅千氏（須賀川市）
  下 郷 町 賞：佐川 栄治氏（栃木県）
●あなたも､来て｡賞 （1点） 長 智也氏（新潟県）
●きみも､撮って｡賞 （1点） 安食 翔氏（山形県）

●審査員特別賞（6点）
　箭内 道彦選 ： 三浦 亜希氏（東京都）
　国分 太一選 ： 渡邊 　光氏（郡山市）
　小杉 幸一選 ： 山口 和晃氏（東京都）
　石井 麻木選 ： 渡部 沙宗氏（南相馬市）
　半沢 　健選 ： 涌井 弘亘氏（福島市）
　広報課長選 ： 近藤 恵太氏（東京都）

※新設
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読者からの
お便り カーボンニュートラルも勉強になりました。参考にしながら取り組んでみようと思います。（40代 須賀川市）
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特 集

令和7年度
一般会計予算
※項目ごとに小数点第２位を　
　四捨五入しているため、
　計が一致しない場合が
　あります。

問 県庁財政課　
　　☎024（521）7029
　 ホームページでも詳しい
    資料を公表しています。

検 索福島県財政課

地方交付税
19.4％

県税
19.1％

地方特例
交付金
0.1％

使用料及び
手数料 1.1％

分担金及び
負担金 0.5％

繰越金 0.1％
地方
譲与税
3.2％

地方消費税
清算金 7.6％

国庫
支出金
16.1％

県債
12.2％

繰入金
10.0％

自主
財源
48.9％

依存
財源
51.1％

諸収入
10.2％

一般財源 49.6％

特定財源 50.4％ 財産収入 0.2％
寄附金 0.1％

教育費
17.3％

土木費
15.8％

商工費
11.4％民生費

11.2％

公債費
10.4％

諸支出金
8.9％

衛生費　3.6％

農林
水産費
7.9％

災害復旧費　0.7％
労働費　0.4％

その他
0.3％

総務費
8.4％

警察費
3.9％

「復興・再生」と「地方創生」を両輪で進める「福島ならでは」の県づくり＝「ふくしま復興・創生」をさらに推進
ふくしま復興・創生推進予算

ふくしま復興・創生推進予算

横断的な課題への対応（自然災害への対応、地球温暖化対策、デジタル変革）

人口減少対策（＝地方創生）東日本大震災・原子力災害
からの復興・再生

◆自然災害に備えた防災力の強化、防災教育の充実や企業と連携した防災啓発など地域防災力の向上
◆カーボンニュートラル実現に向けた情報発信の強化や企業支援による実践拡大、ごみ減量の促進、
 　水素ステーション運営支援や次世代太陽電池の普及拡大など
◆次期「ふくしま健民アプリ」の開発、キャッシュレス導入支援、スマート農業導入支援などデジタル変革の推進

新たな「ふくしま創生総合戦略」の初年度
第２期復興・創生期間の最終年度 自然減

対策

社会減
対策

◆「はぴ福なび」の機能向上、不妊治療に係る通院
費用支援、放課後児童クラブの人材確保支援など
結婚・出産・子育て支援の充実、学力向上や「とも家事」
の推進

◆誰もが働きやすい職場づくり支援、県内企業の
魅力発信、健康経営の普及など若者の定着・還流
促進、関係人口創出など移住・定住の促進

◆事業再開や営農再開、移住者の定着支援、
　福島国際研究教育機構（F- REI）との連携強化、
　双葉地域における中核的病院整備の推進など、
　引き続き、生活再建や生業の再生を最優先に取り組む。

⇒「人口減少対策関連主要事業」の推進 ⇒ 復興の加速

連携・共創による「福島ならでは」の県づくりを推進連携・共創による「福島ならでは」の県づくりを推進


